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10
月
12
日
に
京
都
市
で
開
催
さ

れ
た「
第
28
回
全
日
本
小
学
生
女

子
相
撲
大
会
」の
６
年
生
60
㎏
未

満
級
に
お
い
て
優
勝
し
た
堀
瑠
琉

華
さ
ん（
高
千
穂
小
）が
、
町
長
室

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

堀
さ
ん
は
、７
月
の
全
日
本
女

子
相
撲
大
会
の
リ
ベ
ン
ジ
と
し
て

臨
ん
だ
本
大
会
で
は
、決
勝
で
敗

れ
た
相
手
と
準
決
勝
で
対
戦
。長

時
間
に
な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た

も
の
の
下
手
投
げ
で
勝
利
。そ
の
勢

い
で
挑
ん
だ
決
勝
で
は
、身
長
の
大

き
な
選
手
を一気
に
攻
め
込
み
、寄

り
切
り
で
破
り
ま
し
た
。

全
日
本
小
学
生
女
子
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

優
勝
報
告

　
10
月
12
日
に
徳
島
県
美
馬
市
で

開
催
さ
れ
た「
第
41
回
グ
ラ
ス
ス

キ
ー
全
日
本
選
手
権
」の一般
男
子

回
転
に
お
い
て
、
第
３
位
と
な
っ

た
興
梠
祐
玖
さ
ん（
五
ヶ
瀬
中
等

教
育
学
校
５
年
・
三
田
井
北
）が
、

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

興
梠
さ
ん
は「
大
回
転
で
転
倒

し
不
安
が
あ
っ
た
が
、回
転
で
は
気

持
ち
を
切
り
替
え
、練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。知

り
合
い
の
町
民
の
方
か
ら『
頑
張
っ

て
』と
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
励

み
に
な
っ
た
」と
感
謝
の
言
葉
と
と

も
に
報
告
を
し
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

出
場
報
告

　
10
月
2８
日
、天
岩
戸
保
育
園
で
、公

益
財
団
法
人
宮
崎
県
立
芸
術
劇
主

催「
音
楽
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
音
楽
を
よ
り
深
く
、親
し
み
や
す

く
」を
テ
ー
マ
に
、県
内
在
住
の
演
奏

家
が
施
設
を
訪
問
。今
回
は
、黒
田
真

実
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
）と
富
山
理
紗

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）が
、ホ
ー
ル・ニ
ュ
ー・

ワ
ー
ル
ド
な
ど
の
名
曲
や
童
謡
、計

８
曲
を
演
奏
。園
児
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
利
用
者
ら
が
、美
し
い
音

色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

よく見て聴いて心で感じる
クラシック音楽を鑑賞

　
10
月
22
日
、町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
、高
千
穂
の
夜
神
楽
伝

承
協
議
会（
後
藤
俊
彦
会
長
）が
、会

員（
町
内
の
神
楽
保
存
会
）を
対
象
に

し
た
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
立
看
護
大
学
の
大
館
真
晴

教
授
を
講
師
に
迎
え「
鎮
守
」の
世
界

観
に
つ
い
て
解
説
。「
高
千
穂
の
夜
神

楽
は
、中
世
の
神
話
を
色
濃
く
残
し

た
も
の
。国
学
的
思
想
の
観
点
か
ら
、

江
戸
時
代
以
前
の
価
値
観
で
描
か
れ

た
歌
詞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、他
よ
り

古
い
と
い
え
る
」な
ど
話
し
ま
し
た
。

式三番「鎮守」の世界観について
夜神楽伝承者研修会を開催

　
10
月
13
日
、
槵
觸
神
社(

後
藤
俊

彦
宮
司)

で
、
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
午
前
中
、
神
社
で
神
事
が
行
わ
れ
、

後
藤
宮
司
は「
今
年
は
天
気
の
心
配

を
す
る
こ
と
な
く
開
催
で
き
た
。こ
ん

と
ん
と
し
た
世
の
中
で
は
あ
る
が
、こ

の
よ
う
な
伝
統
行
事
で
も
あ
る
お
祭

り
ご
と
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
社
会
の

安
定
に
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
」と

あ
い
さ
つ
。

　

午
後
か
ら
は
、御
神
幸
や
相
撲
大

会
が
行
わ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

地方に残る伝統文化
槵觸神社秋季大祭でにぎわう

　
10
月
12
日
、高
天
原・四
皇
子
峯
祭

の
式
典
が
、四
皇
子
峯
社
で
開
催
さ

れ
、神
事
と
神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

高
天
原
は
、く
し
ふ
る
の
峰
に
降

り
た
っ
た
天
孫
瓊
瓊
杵
命
ら
が
、遠

く
高
天
原
を
遥
拝
し
た
地
と
さ
れ
て

お
り
、四
皇
子
峯
は
、神
武
天
皇
と
そ

の
兄
弟
神（
四
皇
子
）で
あ
る
彦
五
瀬

命
、稲
飯
命
、三
毛
入
野
命
が
生
ま
れ

育
っ
た
地
と
し
て
、日
本
神
話
や
高

千
穂
の
神
話
史
跡
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

神代に近い建国物語の地
高天原・四皇子峯祭を斎行

　
10
月
10
日
、
本
町
の
高
千
穂
バ
ス

セ
ン
タ
ー
と
熊
本
県
阿
蘇
市
JR
阿
蘇

駅
を
結
ぶ
バ
ス
路
線「
あ
そ
ち
ほ
号
」

の
運
行
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、運
行
事
業
者
の
産
交
バ
ス

小
柳
亮
社
長
が「
こ
の
運
行
に
よ
り
地

域
の
架
け
橋
に
な
る
」。藤
本
昭
人
副

町
長
が「
高
森
か
ら
は
鉄
道
で
熊
本
へ

も
出
ら
れ
、観
光
客
の
増
加
を
期
待
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

旭
ヶ
丘
保
育
園
の
太
鼓
演
奏
と

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、多
く
の
関

係
者
に
見
送
ら
れ
出
発
し
ま
し
た
。

高千穂と阿蘇を結ぶ路線バス
「あそちほ号」の運行開始

　
10
月
 2 
日
、
高
千
穂
ま
ち
づ
く
り

公
社（
社
長
・
甲
斐
宗
之
町
長
）が
運

営
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
愛
称
を
町

内
の
小
中
高
生
に
愛
称
募
集
し
た
と

こ
ろ
、１
７
６
点
の
応
募
が
あ
り
、そ

の
中
か
ら
甲
斐
美
羽
さ
ん(

高
千
穂

小
学
校
３
年
）の「
う
ず
め
ち
ゃ
ん
の

食
卓
」が
採
用
さ
れ
、高
千
穂
小
学
校

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

甲
斐
さ
ん
は「
採
用
さ
れ
て
う
れ

し
い
。う
ず
め
ち
ゃ
ん
の
食
事
を
す
る

風
景
を
思
い
浮
か
べ
考
え
た
」と
話

し
ま
し
た
。

キッチンカーの愛称
「うずめちゃんの食卓」に決まる

たかちホッとニュース たかちほっとニュース


